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初級地域公共政策士養成プログラムの一環としての
フィールドワーク実習（春期）・環境政策特殊講義（秋期）報告

2013～2018年

～エコツーリズムから見える京都府南丹市美山町の課題～



はじめに

１．初級地域公共政策士

初級地域公共政策士養成プログラムの一環として京都府南丹市美山町
において美山実習をおこなった

２．エコツーリズムを題材に検証

実習に際しては、美山町におけるエコツーリズムを題材に観光による
地域活性化の可能性を探ることで地域の課題を顕在化しPBLの手法
により具体的な課題解決の方法としてエコツアーを企画、実施した。



エコツーリズムの特徴と課題

エコツーリズムの課題
1. 地域の協力・連携が不可欠
2. マスツーリズムに比べると商品造成に手間がかかる
3. 地域の情報発信力が弱く集客力が弱い

エコツーリズムの理念
1. 地域の自然環境の保全
2. 地域活性化への寄与
3. 地域経済活性化への寄与
4. 環境教育の手法を用いた教育的なメッセージの発信

旅行形態の変化
1. マスツーリズムからスモールツーリズムへ
2. 着地型商品から発地型商品へ
3. 景勝地見学からテーマ型・体験型観光へ



実習プログラムの流れ

実習年度：2013年度～2018年度（各年度×6回）
実習場所：京都府南丹市美山町
実習の手法：PBL
エコツアーを実施することによって地域の課題を洗出し解決策を探る

↓■春期：フィールドワーク実習
Stage1 情報提供を受ける（春期FW座講）。情報収集方法
Stage2 グループワーク（4分野に分かれてテーマごとに調査実習）

→小グループで主体的に考える

↓■インターンシップ（9月の2週間）
Stage3 インターンシップ（9月上旬、ツーリズムを活用した地域活性化）

→全体で一つのテーマに向かって考え、ツアーを造成する。

↓■秋期：環境政策特殊講義
Stage4 実践（秋期FW） 美山町での事前準備・地域との打ち合せ
Stage5 美山でのモニターツアー実施
Stage6 ツアーまとめ・課題解決の検証（分析）→提案（美山での報告会）



実習プログラムの流れ（春期：フィールドワーク実習）

↓■春期：フィールドワーク実習

Stage1 情報提供を受ける（春期FW座講）。
美山町の情報収集

Stage2 グループワーク（2～3名） 調査実習

4分野に分かれて調査実習を行う。
①行政 ②住民
③観光 ④人と自然



実習プログラムの流れ（インターンシップ）

↓■インターンシップ（9月の2週間）
Stage3 インターンシップ（9月上旬、ツーリズムを活用した地域活性化）

→全体で一つのテーマに向かって考え、ツアーを造成する。

1. 地域での聞き取り調査
2. 「課題」と「強み」の洗出し
3. 地域を知る・見て回る・交流
4. エコツアーの造成
5. 地域に向けてのプレゼンテーション

商店での聞き取り エコツアー下見 プレゼン風景



2013年度 インターンシップでの聞き取り調査

期 日 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ

1 09月02日（月） インターンシップに関する説明と準備（美山荘にて）

2 09月03日（火） 美山町内全域の見学（マイクロ移動）、かやぶきの里ガイドウォーク等

3 09月04日（水） 地域での聞き取り調査（住民） 地域での聞き取り調査（行政） 地域での聞き取り調査（事業者）

4 09月05日（木） 地域での聞き取り調査（住民） 地域での聞き取り調査（行政） 地域での聞き取り調査（事業者）

5 09月06日（金） 休み

6 09月07日（土） 半農半Ｘツアースッタフとして実習（河鹿荘宿泊）

7 09月08日（日） 半農半Ｘツアースタッフとして実習

8 09月09日（月） ツアーの振り返り、分析 ツアーの振り返り、分析 ツアーの振り返り、分析

9 09月10日（火） 休み

10 09月11日（水） 地域での聞き取り調査（自主テーマ） 地域での聞き取り調査（自主テーマ） 地域での聞き取り調査（自主テーマ）

11 09月12日（木） 地域での聞き取り調査（自主テーマ） 地域での聞き取り調査（自主テーマ） 地域での聞き取り調査（自主テーマ）

12 09月13日（金） 芦生の森ネイチャーガイドトレッキング参加＆ガイドからの聞き取り調査

13 09月14日（土） 地域での聞き取り調査（自主テーマ） 地域での聞き取り調査（自主テーマ） 地域での聞き取り調査（自主テーマ）

14 09月15日（日） 休み

15
09月02日（月） インターンシップの振り返りと現地でのまとめ、やり残しの整理



実習協力団体

◎行政関係
南丹市美山支所

◎自治組織
知井振興会
平屋振興会
宮島振興会
鶴ケ岡振興会
大野振興会
美山まちづくり委員会

◎観光関係団体
（一社）南丹市美山観光まちづくり協会
美山町観光協会
南丹市美山エコツーリズム推進協議会

北村かやぶき保存会
有限会社かやぶきの里
美山ふるさと株式会社
美山町自然文化村
美山町料飲組合・旅の宿部会
NPO芦生自然学校
芦生の森ネイチャーガイド
田歌舎

◎その他の団体
集落支援員
京都大学芦生研究林事務所
美山町老人クラブ
美山漁協
美山町森林組合
美山診療所
美山スポーツクラブ
美山サイクルクラブ



実習プログラムの流れ（秋期・モニターツアー）

↓■秋期：環境政策特殊講義
Stage4 実践（秋期FW） 美山町での事前準備・地域との打ち合せ
Stage5 美山でのモニターツアー実施
Stage6 ツアーまとめ・課題解決の検証（分析）

→報告･提案（美山での報告会）



美山町の課題
少子高齢化
人口減少

過疎地 産業の低迷

仮説
観光による地域活性
化の可能性がある

観光の課題
観光消費額の低迷
稼ぐ力不足
高齢化

対策
宿泊増加
体験プログラムの開
発

対策
売るための商品造成が必要
地域の観光資源を活用

商品造成
• 誰が買うの？（ターゲ
ット）

• どんな商品？
• 価格はいくら？

販売方法
• 商品をどうやって売る
の？

• 紙媒体（ちらし）
• WEB（HP・SNS）
• 口コミ

実施体制
受け入れ態勢

• 地域の協力
• 必要な人材は
• 生産者？通訳？

期待される効果
• 雇用創出
• 賃金アップ
• 定住促進
• 地域経済の活性化
• 人材の活用
• 伝統文化の継承
• 町並み保存
• その他

目標数値 KPIは?
いったいいくら売上
げたら期待する効果
があるの？
宿泊者数は？
体験参加者は？

新たな課題発見
継続性は？
誰がするの？

実習プログラムの流れのまとめ



2013～2018 美山エコツアー実績

年度 受講人数 エコツアー名 参加者数

2013 10 オール美山のエコツアー 13

2014 9 大人の修学旅行 4

2015 12 美山DE親子の絆大発見 全国エコツーリズム大会 19

2016 10 美山DE子育て大革命 10

2017 9 SATOYAMA CULTURE EXPERIENCE TOUR for  Inbound 19

2018 9 Kyoto Miyama de Haai! Cheese 13

モニターツアー（エコツアー）の実績



2014・2016年度 ツアー募集チラシ



2017年度 ツアー募集チラシ



2017年度 ツアー募集チラシ（英語版）



2017（日帰り英語）・2018年度 ツアー募集チラシ



エコツーリズムから見える京都府南丹市美山町の可能性

■2018年度 学生集合写真

（左端は地域公共政策士プログラムを履修した卒業生、現在までに3名の卒業生が美山で就職）



エコツーリズムから見える京都府南丹市美山町の可能性

■エコツアー実施で見えてきた地域の可能性

1. 今なお息づく伝統文化
2. 国定公園に指定された豊かな自然とまち並み
3. 暮らしの中で形成された深い絆
4. 地域の高い自治意識

■資源の活かし方
観光資源と捉え、地域主要産業に育てる

エコツーリズムの３つの課題と現状
1. プログラム造成の難しさ→商品造成の意識の高まり
2. 地域住民の協力→高齢化と温度差が課題
3. 情報発信力の弱さ→WEB媒体により強化

■今後の展望
地域（観光地）経営の視点→DMOの誕生による期待

DMO Destination Marketing/Management Organizationの略）



エコツーリズムから見える京都府南丹市美山町の課題

■エコツアー実施で見えてきた課題

地域による観光に対する温度差
継続性が担保されていない
情報発信力の弱さ
観光消費単価の低迷→900～1000円
南丹市および美山町の観光ビジョンの不在
商品造成力の弱さ
高齢化による伝統文化の継承の危機
観光の平準化の未達
地域の様々な団体、個人との連携不足・合意形成の不足
未成熟な観光産業
地域内調達率の意識不足

■解決策
観光地経営計画策定の試行
事業継続性の確保→美山DMOの必要性を訴求



大学と地域との連携の課題

■エコツアー実施で見えてきた課題

1. 地域が求めるものと地域に求めるものとのズレ
2. 大学と地域、研究者と地域の関係
3. 継続性が担保されていない

■大学の３つの役割
1. 教育
2. 研究
3. 社会連携（協働）

■解決策
地域に拠点を設け地域課題を解決するための事業化を推進する
例えば 地域活性化のための実践拠点を置き

美山DMO・行政を巻き込んだ共同事業を行い地域活性化の
モデルケースを実証する。


